
Ｂ－２ 指導法の工夫

◆単元を通しての工夫

【ジャンプコース】

（１）ゲームを取り入れた単元導入

〔第１時〕

「的当てゲームをしよう 」と児童が興味を持つ内容で導入をした。はじめに全員が一直線に。

並び、的に当ててみる。はじめは喜んでしていたが 「投げる場所によって不公平になる 「近、 。」

くの人はいいけど、遠くからの人は損だ 」という声が聞こえ始める。そこで 「じゃあ、平等。 、

になる並び方はどうしたらいいの？」と投げかけ、本時の課題に入った。

〈板書 第１時〉

考えを話し合った後、まるい形（子ども

たちのほとんどは 「円」という言葉を使、

っていた）に並べば、的から立つ位置まで

が等しい長さで平等になると意見をまとめ

た。

そこで、実際に「まるい形になるように

するにはどうしたらよいか 」子どもたち。

に問いかけた。

：どうやってまるい形に置くの？T

置いてみよう。

〔第 時〕2

児童は、それぞれが中心から円周までが等しくなるように●を置いてみたが、がたがたになっ

てしまい、これでは本当の意味の円にはならないという話になった。

どうすれば等しくなるか考えさせたところ、１ｍものさしを使って●を 個ずつ置いていけ1

ばきれいな円になるというので置いてみた。



：がたがたになる。 ：１ｍものさしで測って置いていけばC C

本当の円になっていない。 いいよ。

どうしたら、きれいな円ができるかな？ きれいな円になった。

〈板書 第 時〉2

ところが、１ｍものさしを使ってきれ

いな円になっても 「時間がかかる 「ま、 」

だ少しがたがたになっている」といった

意見が出てきたので 〈きれいな円を描、

くにはどうしたらよいか〉を課題として

考えていった。すると 「ばあちゃんが、、

ひもを使って円を描いているのを見たこ

とがある」と話す児童がおり、みんなで

ひもを使って描くことにした。また、教

科書には厚紙（１ｃｍごとの穴）を使う

操作もあったので、いっしょに厚紙も使

って描いてみることをさせ、操作結果に

ついて意見を出し合った。

ひもを使う 厚紙を使う★ ★

・難しい ・かきやすい

・がたがたになる ・簡単にできた 細かい長さに

・はみ出した ・ずれなかった 調節できない・・・

・うすくなった ・楽だった

コンパスを使えばいい！

この後、ひもより厚紙の方がきれいに速く描くことはできるが 「コンパス」を使えば簡単に、

長さを調節できたり、より速く描けるという良さを見つけることができた。

コンパスパワー□へ１



（２ 『コンパスのパワー』を見つけよう）

きれいな（半径が等しい）円を描くために「コンパス」を使えば簡単に長さを調節できたり、

速く描けるよさを見つけることができた。

そのよさを『コンパスのパワー』とすることで、その後の学習課題〈コンパスパワーを見つけ

よう〉と進めていった。

１コンパスのパワー□

・きれいな円をかくことができる。 直径

・長さを調節できる → いろいろな大きさの円をかくことができる 半径。 。

・簡単に描くことができる。 中心

〔第３時〕

〈半径のひみつをさがそう〉 〈直径のひみつをさがそう〉

〔第４時〕

２コンパスのパワー□

・１つの点から同じきょりにあるものをさがすことができる。 ※宝探しで

〈板書 第４時〉

円の中心から等距離にある長さが半

径であるという性質を使い、第４時に

「宝探しゲーム」を取り入れた。

そこで、１つの点から同じきょり

にあるものをさがすことができること

をコンパスパワー□として見つけるこ２

とができた。

〔第５時〕は省略



〔第６時〕

＜コンパスを使って長さを比べるにはどうしたらいいのだろう＞

宝探しをしたときに、コンパスの半径を使

って探すことができたことから 『コンパスの、

パワー□』を使って，新しいパワー（機能）２

を見つける活動をした。

・比べたくなる素材

・ 比べやすくする」見通し「

３コンパスのパワー□

長さを写し取ることができる。・

・同じ長さに区切ることができる。

①資料提示後、ＡとＢの長さをコンパスで比べる方法を考える

始めに見た目から予想させる。実際に測ろうとするときに「曲がっていて測りにくい 」。

という声が上がった。では、どうすれば測れるのか聞くと、これまでの学習から「直線に

なっていれば測りやすい」という意見が出たので、何とかして直線にしてできないか考え

させた。

②折れごとに記号をつける

なかなか直線にして考えられない児童に、折れ線ごとに記号を付けて示すことで、折れ

。 、 （ ）線ごとにコンパスで比べようとするようになった そして 測った長さ コンパスの開き

を写し取るようになった。

１ｃｍごとに区切って→比べにくい 直線に長さを写し取って→比べやすい

③写し取りから区切りへ

考えを出し合い、最も良い方法をまとめた後で、今度は子どものヘビに３ｃｍごとに模

様をつけることにした。②の学習が生かされ、簡単に模様つけができた。

④適用ワークシート

本時の学習の確認として、適用問題をさせた。



【ホップコース】

（１）定着のためのワークシート

ホップコースの児童は、理解に時間がかかったり、少し複雑な操作活動にも時間を要すること

が多い。そのために、学習に対して自信を持てず、意欲をなくすることもある。そのため、本単

元では、学習内容のほとんどにワークシートを使用しながら、コンパスの機能の良さと円の性質

を取り入れた「コンパスパワー」をもとにした学習を進めた。




